
平成２２年度学校評価（学校関係者評価）について

平成２２年度の学校関係者評価を実施しました。以下にその結果を掲載します。

概ね、良好な評価をいただいていますが、下記の点については課題も指摘されていま

す。今後、学校としての改善策を策定し、次年度学校運営で取り組む重点課題としたい

と考えています。

児童の様子…①挨拶やマナーの指導 ②良好な友だち関係づくり ③教師の気付き

教育活動…①児童一人一人に対するきめ細かな学習指導 ②特別支援教育の理解促進

③安全教育の充実

施設・設備…①老朽化箇所の整備、不審者対策

対象：学校評議員、ＰＴＡ役員（配布数２２ 回収数２１ 回収率95%）

（よくあてはまる＝４ ややあてはまる＝３ あまりあてはまらない＝２ まったくあてはまらない＝１）

学校運営等について
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開かれた学校づくりについて
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教育活動について
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児童の様子について

3.0

3.3

3.1
3.2

2.0

3.0

4.0

坂

越

小

学

校

の

児

童

は

、
挨

拶

や

マ

ナ

ー

な

ど

が

身

に

つ

い

て

い

る

。

児

童

は

登

校

す

る

の

が

楽

し

く

、
充

実

し

た

学

校

生

活

を

送

っ

て

い

る

と

思

う

。

い

じ

め

や

仲

間

は

ず

れ

等

が

な

く

、
児

童

ど

う

し

が

楽

し

そ

う

に

遊

ん

だ

り

勉

強

し

た

り

し

て

い

る

と

思

う

。

坂

越

小

学

校

の

児

童

は

社

会

の

ル

ー

ル

や

集

団

生

活

に

お

け

る

マ

ナ

ー

が

守

れ

て

い

る

施設・設備について

3.2 3.3 3.2 3.4

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

学

校

で

は

、
不

審

者

対

策

が

十

分

に

行

わ

れ

て

い

る

。

（
設

備

面

）

学

校

で

は

、
危

険

箇

所

等

の

整

備

が

行

わ

れ

、
安

全

管

理

が

適

切

に

行

わ

れ

て

い

る

。

学

校

の

施

設

は

、
老

朽

化

や

破

損

箇

所

が

少

な

く

適

切

に

整

備

さ

れ

て

い

る

。

学

校

内

外

の

清

掃

が

行

き

届

き

、
教

室

を

は

じ

め

学

校

の

施

設

・
設

備

の

整

備

や

整

頓

が

十

分

に

行

わ

れ

て

い

る

。



自由記述

①坂越小学校は老朽化が進んでいる学校ですので、学校で安心（施設）に特に気を配り、

その都度教育委員会に申し出てください。

②保育所・幼稚園・坂越小学校と常に連絡を密にして素直な子どもづくりに努力してくだ

さい。

③地域も子どものことならと言える地域づくりにしていきます。

④学校、ＰＴＡ、児童との接点が少ないため、分かることのみ回答させてもらいました。

⑤もっと父親が参加すべき活動を考え、活動していくことがいろいろな面で改善に繋がっ

ていくと思います （風紀・体力づくり）。

⑥坂越小学校は、本当によい学校だと思えます。全学年の生徒と学年を問わず、先生たち

が全ての子どもたちを見てくれていること、地域の方々も子どもに温かい目で見守って

くださっていると感じられるので私は、とてもよい学校、よい地域に子ども達は居させ

て頂いていると思っています。これからも、今のままの坂越小学校を保って欲しいと思

います。

⑦児童同士の関係でなかなか先生の目には入らず事態が大きくなってから知っているよう

な感じがします。定期的に子どもたちに話を聞いてみるとかして欲しい。学年があがる

につれ、子ども同士の関係が変わってくるので、先生方も少し気を配っていただきたい

です。

、 。⑧学習中に遅い子やおとなしい子にも声をかけ 気遣ってくれる教師であって欲しいです

一人だけのけ者するような授業だけは、やめてもらいたいです。

⑨南側のブロックにヒビが入っていたり、雨の日はブロックの間から水が流れ出るので地

震のときに倒れないかと心配である。


